

















































































































うに、 /k/ と /q/ が対立していたり、日本語でいう「ハヒフヘホ」の /
h/ の音が /x/ （ドイツ語の「ch」の音に似た音）・ /H/ （冬に手の平を温
めようとして「ハー」と出す音に似た音）・/h/ （いわゆる普通の「ハ」
の音）等が対立していたり、 /k/ の有声音の /g/　と /H/ の摩擦音の
/γ/ とが対立していたりする。
　またアラビア語で「イトバーク」と呼ばれる現象があり、 /s/ ・ /d/ ・ 
/t/ ・ /z/ それぞれに強勢の喉頭化音がある。③
　母音は音韻論的には /a/ /i/ /u/ の三つであるが、音声的な変異が存











































例をあげれば、英語の /teik/ は「取る」という意味だが、 /tuk/ は「取っ
た」という意味で、 /t—k/　に「取る」という一般的な意味があり、 



































































































































































































































　① 名詞文は「（限定）名詞 A（人称代名詞・指示代名詞）、＋ B 名詞」
＝（「名詞」は「名詞」です）：「A は B です」。例「私の父は、医
者です」「私は、学生です」「これは、本です」等々
　② 形容詞文は「（限定）名詞 A、＋形容詞 B」＝（「名詞」は「形容詞」
です）：「A は B です」。例「その本は、美しいです」等々
　③ 存在文は「前置詞＋名詞 A、＋名詞 B」＝（「名詞」に「名詞」
がある）：「A に B があります」。例「机の上に、本があります」「私
は自動車を持っています（直訳すると、私に、自動車が、です」等々
　④ 動詞文は「動詞 A、＋主語 B、＋目的語 C」の順＝（「主語」は「目





　⑤ 接続詞「 ʻan 」や「 ʻin 」等に導かれる動詞文、英語の「 that-
clause 」に当たる表現の場合、主文動詞の語尾は「 -a 」つまり「接
























　① 定冠詞「 ʻal- 」が最初に付いていたら、名詞の限定形で、語尾は
「-u 」「 -a 」「 -i 」である＝（それぞれ「名詞が」、「名詞を」、「名
詞の」）
　② 名詞語尾が「 -i 」の場合、属格「～の」の可能性とともに前置
詞の目的語であることがある。
　③ 定冠詞「 ʻal- 」が最初に付いていない場合、語尾は「 -un 」「 -an 」 
「 -in 」で、名詞の非限定形である＝「キターブン（本が）」、「キター
バン（本を）」、「キタービン（本の）」。





















































② 江村（1990）「ダイグロシア」（C. A. ファーガソン（1959）「Diglossia」
“Word”15. pp. 325-40。ただし底本は、A. S. Dil 編のファーガソンの
論文集『Language Structure and Language Use』Stanford University Press, 
California 1971 を使用した）
③ 「イトバーク」については A. F. L. Beeston（1970） pp. 16-19 を参照
されたい。
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う書房（原著は、W. Wright（1974）『A grammar of the Arabic language』LIBRAIRIE 
　DU LIBAN, BEIRUT）
　他に、「鷲見朗子『初歩のアラビア語』放送大学教育振興会」のような放送大
学用のテキストや、NHK ラジオの「アラビア語講座」のテキスト、NHK テレビ
の「アラビア語会話」のテキスト等も手軽に手に入る。
　また、Web サイトでも、例えば「大阪大学世界研究言語センター」のページに
は「高度外国語教育独習コンテンツ」があり、そこには 20 言語が用意されている。
その中にアラビア語もリストアップされており自学自習ができる。
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